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組合新規加入者全員に『セット10型』プレゼント

秋の自治労連共済キャンペーン秋の自治労連共済キャンペーン

2011年11月１日第1941号　（第三種郵便物認可）

①
○
○
に
も
棒
に
も
か
か
ら
ぬ

②
―
―
の
銘

③
枯
れ
た
木
の
枝

④
ゴ
ル
フ
で
ア
ウ
ト
の
対

⑤
手
紙
の
封
を
開
け
る
こ
と

⑥
新
潟
名
物
の
餅
菓
子

⑧
○
○
の
悪
い
い
た
ず
ら

⑩
汗
が
―
―
と
な
っ
て
落
ち
た

⑪
侯
爵
の
下
、
子
爵
の
上

⑬
立
腹
。
―
―
が
爆
発
し
た

⑯
寒
く
な
る
と
食
べ
た
く
な
る

あ
ん
ま
ん
、
―
―

⑱
よ
く
知
っ
て
い
る
こ
と

⑳
辞
職
の
意
向

㉒
家
賃
を
と
っ
て
貸
す
家

㉔
精
も
○
○
も
尽
き
果
て
た

㉕
○
○
の
皮
が
突
っ
張
る

①
古
米
に
入
れ
替
わ
っ
て
新
米

が
市
場
に
出
よ
う
と
す
る
頃

⑤
も
の
の
体
積
。
○
○
ば
る

⑦
熟
練
し
た
あ
ざ
や
か
な
手
際

⑧
10
対
０
の
―
―
で
勝
っ
た

⑨
○
○
を
下
へ
の
大
騒
ぎ

⑩
質
物
を
請
け
出
す
証
票

⑫
豆
腐
の
主
原
料

⑭
○
○
を
天
に
任
せ
る

⑮
○
○
破
れ
て
山
河
あ
り

⑰
め
い
め
い
。
―
―
注
意
せ
よ

⑲
し
そ
こ
な
い
。
失
敗

タ
テ
の
キ
ー
♡

ヨ
コ
の
キ
ー
♢

【解　答】

古紙配合率１００％再生紙を使用しています。

クロス
ワード 10月号の解答と当選者

答え＝たまるばかりの核のゴミ

当　選　者当　選　者
橋本　信夫（西大阪治水事務所）
岡田　敏男（北部流域下水道事務所）
上野　義弘（枚方保健所）
藤原　信明（産業技術総合研究所）
吉谷　眞孝（南部流域下水道事務所）

　

橋
下
氏
が
府
知
事
を
辞
職

し
、
大
阪
市
長
選
挙
へ
の
出

馬
を
表
明
し
た
。
何
が
何
で

も
「
都
構
想
」
と
、
Ｗ
Ｔ
Ｃ

問
題
の
失
政
な
ど
に
頬
か
む

り
し
て
、
住
民
不
在
の
構
想

を
遮
二
無
二
進
め
る
無
責
任

ぶ
り
。

　

府
議
会
で
、
太
陽
光
発
電

の
普
及
は
、「
今
の
府
と
市

の
関
係
で
は
む
つ
か
し
い
」

な
ど
と
幼
稚
な
答
弁
を
臆
面

も
な
く
述
べ
る
人
物
に
住
民

の
代
表
た
る
資
格
は
な
い
。

　

橋
下
・
維
新
の
会
は
、

「
大
阪
都
」
が
大
阪
市
の
権

限
と
予
算
を
「
む
し
り
取

り
」、
そ
れ
を
開
発
に
回
せ

ば
、「
企
業
が
儲
か
れ
ば
、

賃
金
も
上
が
る
。
雇
用
も
安

定
す
る
」
と
い
う
。

　

こ
の
十
数
年
で
大
企
業
は

大
儲
け
を
し
た
が
国
民
生
活

は
悪
化
す
る
ば
か
り
。
そ
も

そ
も
大
企
業
は
、「
儲
け
た

ら
賃
金
を
上
げ
る
」
と
か

「
非
正
規
や
ワ
ー
キ
ン
グ
プ

ア
を
な
く
す
」
な
ど
と
は
言

っ
て
い
な
い
。
逆
に
、「
国

際
競
争
力
に
負
け
る
」
と
、

賃
上
げ
も
、
不
安
定
雇
用
解

消
も
、
労
働
者
派
遣
法
改
正

も
拒
否
し
続
け
て
い
る
の
が

現
実
だ
。

　

現
実
に
反
す
る
幻
想
を
振

り
ま
く
主
張
は
、
詐
欺
師
顔

負
け
の
言
い
分
だ
。

人
間
の
平
等
概
念
こ
そ
が

資
本
主
義
の
闇
を
暴
く

　

少
し
『
資
本
論
』
の
先
回

り
を
し
よ
う
。
マ
ル
ク
ス

は
、
価
値
（
価
値
表
現
）
に

つ
い
て
、「
す
べ
て
の
労
働

の
同
等
性
お
よ
び
同
等
な
妥

当
性
は
、
人
間
の
平
等
な
概

念
が
す
で
に
民
衆
の
先
入
見

に
ま
で
定
着
す
る
よ
う
に
な

る
と
き
、
は
じ
め
て
、
解
明

す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
い

う
。

　

橋
下
氏
ら
は
、「
職
員
基

本
条
例
」
に
見
ら
れ
る
よ
う

に
、
公
務
員
は
「
全
体
の
奉

仕
者
」
で
は
な
く
、
権
力
者

の
「
下
僕
」
だ
と
考
え
て
い

る
。
権
力
者
の
意
向
に
そ
っ

た
か
ど
う
か
で
評
価
し
、
人

間
を
ふ
る
い
に
か
け
よ
う
と

し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
「
人
間
の
平

等
」
概
念
が
欠
如
し
て
い
る

橋
下
氏
や
大
阪
維
新
の
会

に
、
府
民
を
平
等
に
取
り
扱

お
う
と
い
う
発
想
は
な
く
、

住
民
の
た
め
の
政
治
を
行
え

る
は
ず
が
な
い
。

マ
ジ
ッ
ク
を
解
き
明
か
し

対
等
・
平
等
な
社
会
を

　

「
す
べ
て
は
じ
め
は
む
ず

か
し
い
」
と
マ
ル
ク
ス
自
身

が
述
べ
た
『
資
本
論
』
の
冒

頭
は
次
の
よ
う
に
始
ま
る
。

　

資
本
主
義
的
生
産
様
式
が

支
配
し
て
い
る
諸
社
会
の
富

は
、「
商
品
の
巨
大
な
集
ま

り
」
と
し
て
現
わ
れ
、
個
々

の
商
品
は
そ
の
富
の
要
素
形

態
と
し
て
現
わ
れ
る
。
そ
れ

ゆ
え
、わ
れ
わ
れ
の
研
究
は
、

商
品
の
分
析
か
ら
始
ま
る
。

　

政
府
も
橋
下
氏
も
、「
経

済
成
長
」
を
魔
法
の
杖
の
よ

う
に
い
う
が
、
そ
こ
に
は
生

き
て
労
働
す
る
人
々
の
生
身

の
姿
は
存
在
し
な
い
。
だ
か

ら
、「
経
済
」
の
仕
組
み
を

理
解
す
る
の
も
難
し
い
。
し

か
し
、
そ
の
根
本
を
紐
解

き
、
日
々
生
き
て
い
る
人
間

の
暮
ら
し
と
照
ら
し
合
わ
せ

れ
ば
、
マ
ジ
ッ
ク
は
解
き
明

か
さ
れ
る
。

　

橋
下
マ
ジ
ッ
ク
を
府
民
に

知
ら
せ
、
府
民
が
主
人
公
の

府
政
に
転
換
し
よ
う
。

「
蟹
工
船
―

「
蟹
工
船
―
2121
世
紀
丸
」物
語

世
紀
丸
」物
語
22　
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す
べ
て
の
人
間
は
平
等
で
あ
る
！

大
阪
府
職
労
執
行
委
員　

大
阪
府
職
労
執
行
委
員　

小
山　

国
治

小
山　

国
治

応　　募　府職労本部まで
締め切り　11月25日（金）　

　正解者の中から抽選で５人の方に図書カード（1000円分）を
進呈します。①解答②お名前③支部分会職場名④最近のできご
とやメッセージを書いて、府職労本部まで、届けて下さい（は
がき、メールやファックスも可）。当選者は、次の１日号で発
表します。メッセージは、つぶやきに採用させていただくこと
がありますので、匿名希望の方は、その旨お書き添え下さい。

　カギを解き、二重ワクに入る文
字をアルファベット順に並べてで
きる言葉は何でしょう。

クロスワードクイズクロスワードクイズ

㉑
洪
水
で
○
○
下
浸
水

㉓
―
―
は
気
か
ら

㉔
厳
し
い
暑
さ

㉖
○
○
主
、
○
○
臨
、
暴
○
○

㉗
粘
り
つ
く
。
―
―
テ
ー
プ

図は大谷禎之介著『図解　社会経済学』より

　自治労連共済は、組合員相互の助け合い制度として、組合員と家族の
リスクに対し安い掛け金で厚い保障を実現し、信頼と実績を築いてきま
した。
　３月11日に発生した東日本大震災において、震災発生後直ちに各県本
部を通じ、被災状況の把握に努め、組織共済、火災共済の地震見舞金の
発動、生命共済においては自然災害ではありますが不慮の事故扱いでの
支払いとすることを決定し、見舞金・共済金をいち早く届けるために総
力をあげて取り組んでいます。
　自治労連共済は、掛金の７割を給付と個人還元金に充てることを基本
に運営を行っていますが、今回の大震災では、今後の支払い予定分も含
め、組織共済で約２億円、生命共済で約８億円、火災共済見舞金で約10
億円、合計20億円を支払いすることとなり、今年度決算において剰余金
が発生しないことから、本年度に限って「個人還元金」を実施すること
ができなくなりました。
　全国の仲間の多くの加入によって、今回の大震災において、被災され
た仲間に見舞金・共済金を支払うことができ、生活再建を助けていま
す。また、大震災以降の春の拡大月間の取り組みでも「自治労連共済な
ら安心」「私たちの加入で助け合いに参加できる」と前年を上回る新た
な仲間を迎え入れています。あらためて自治労連運動と「助け合いの
輪」を広げる共済活動を進めていきましょう。

組合自主共済だからできる

　「セット共済：10型」（月1,040円の掛け金）を１年間プレゼント

　〈新規加入者の中から抽選で〉　　　　　　　10名に１万円　旅行券or商品券
　〈抽選に外れた方、火災共済に加入された方に図書カードプレゼント〉　
 １件に付き500円　
　〈新規加入者を迎えた紹介者に図書カードプレゼント〉 １件に付き500円　

　①'07年４月以降採用者で、'07年４／１～'11年12／15までに新規加入した組合員
　②'03年４月以降採用者で、'03年４／１～'11年３／31までに、組合に加入した組
　　合員（現在、組合員で共済未加入）

　2011年10月１日～2011年12月15日まで
（１）実施期間

（２）対象者

（３）加入者への特典

（４）上記以外の新規加入者・紹介者

被災された仲間に総額20億円を支給被災された仲間に総額20億円を支給


